法５６条第7項(天空率)による申請をされるお客様へ
添付図書のご案内　―スピーディーな審査を行うため、ご協力をお願いいたします－
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※一部行政により、取扱が異なります。
天空率の算定方式はJCBA方式として頂くようお願いします。
計画建物の天空率を適合建物の天空率より0.02%以上の余裕を持たせて申請していただくことを原則としています。
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